～　山形県障がいがある人もない人も共に生きる社会づくり条例推進事業　～
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私たちの住む社会では、社会通念の上で「差別」はしてはいけないことになっています。　
法律の上でも日本国憲法第14条で差別を受けない権利が国民にはあるとされています。　　　　　　　　　　　　

しかし、実際に障がい者が受ける様々な「いやな思い」や「くやしい思い」など、障がいのない人と違う取り扱いや不利な取り扱いを受けることがあります。

平成２８年４月1日「障害者差別解消法」が施行、同じく山形県でも「障害のある人もない人も共に生きる社会づくり条例」が施行され、全国に先がけ「心のバリアフリー推進」を掲げています。障がい者への差別や偏見は、障がい者の社会進出を拒む要因でもあります。　　　　　　　　
私たちが直面している様々な日常生活上の問題の解決は、個人個人の意識を抜きにして考えられません。相互のそれぞれの立場を理解し合い初めて、私たちが向き合わなければならない課題が見えてくるのではないでしょうか。
心のバリアフリーは、‶障がいのある人とない人の互いを思いやる心・認め合う心"などの相互理解にかかっています。
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講師プロフィール
尾上浩二（おのうえこうじ）
特定非営利活動法人DPI日本会議　副議長
＜略歴＞
1960年大阪市生まれ。小学校を養護学校、施設で過ごした後、普通中学・高校へ進む。大阪市立大学入学直後から障害者運動に関わり始める。全国初となった大阪府福祉のまちづくり条例制定運動に携わった後、自立生活センター・ナビを立ち上げ相談・権利擁護活動に取り組む。DPI（障害者インターナショナル）日本会議事務局長、障がい者制度改革推進会議総合福祉部会副部会長、障害者政策委員会委員、内閣府・障害者制度改革担当室政策企画調査官等を歴任。
 ＜著書一覧＞
『障害者総合福祉サービスの展望』（編著、ミネルヴァ書房、2009年）
 『最初の一歩だ! 改正障害者基本法—地域から変えていこう』（共著、解放出版社、2012年）
 『合理的配慮、差別的取り扱いとは何か』（共著、解放出版、2016年）
 『障害者運動のバトンをつなぐ』（共著、生活書院、2016年）
 『知っていますか?障害者の権利一問一答 』（共著、解放出版、2016年）
『相模原障害者虐殺事件を生み出した社会　その根底的な変革を』 （「現代思想」2016年10月号　緊急特集＝相模原障害者殺傷事件）
『対談 荒井裕樹× 尾上浩二 否定された存在から当たり前の 「生の肯定」 を求めて: 青い芝の会 「行動綱領」 をめぐって』（共著、荒井裕樹、尾上浩二 「福祉労働」2014年144号）
『ロングインタビュー パーソナルアシスタンスのこれまでと, これから: 関西障害者運動からのとらえなおし　尾上浩二に聞く』（共著、尾上浩二、岡部耕典、山下幸子）『支援』2013年Vol.3）
 『意見 障害者総合福祉法の骨格提言と障害者総合支援法の課題 』(「月刊福祉」2012年11月号 特集 障害者総合支援法と障害者福祉制度の今後)
＜特定非営利活動法人DPI日本会議団体概要＞
DPI 日本会議は、障害者の権利擁護を図ることで個人の独立と尊厳等人権が守られる社会の実現に寄与することを目的し、DPI(障害者インターナショナル)の日本国内組織として1986年に発足した。障害当事者（身体障害、知的障害、精神障害、難病等）が執行機関の過半数を占める96団体が加盟（2017年10月現在）するクロスディスアビリティ（障害種別を超えた）組織として、障害者団体の育成、障害者に関する施策の研究と普及、並びに海外の障害者との協力活動等に関する事業を行っている。
団体ホームページ:　 http://dpi-japan.org/
【日 時】平成２９年１１月２７日（月）


午後１：００ ～ ４：３０ ／ 入場開始 午後１２：３０


【会 場】山形市山形テルサ１階大会議室　　　　～　入場無料　～


【講 師】尾　上　浩　二 氏 ＝  ＤＰＩ日本会議　副議長（東京都）


　　　　　           　　　　　　　　　　　（ 内閣府障害者施策アドバイザー ）


　　　　 　　       　　　　　　　　　　


�　





※DPI：Disabled Peoples' International（障害者インターナショナル）の略です。


1981年、国際障害者年を機に、身体、知的、精神など、障害の種別を超えて自らの声をもって活動する障害当事者団体として設立されました。


世界本部はカナダのオタワにあり、現在加盟団体は世界130カ国以上あります。諮問資格を持つ障害当事者による国際NGO（非政府組織）として活動、1986年のDPI日本会議発足の原動力にもなりました。








主 催 ／ 障がい者自立生活センター・ほっとらいふ」


後 援 ／ 全国自立生活センター協議会 　ＤＰＩ日本会議　　NPO法人 全国重度障害者相談支援協会


 山形県難病相談支援センター　 山形県社会福祉協議会


         その他


問い合わせ先 ／「障がい者相談支援センター ほっとらいふ」 


心のバリアフリー推進員：梅津 齊藤


〒999-4112    北村山郡大石田町緑町１３－１５サンコーポ・グリーン５０３号


ＴＥＬ：０２３７－３５－５５１０　／　ＦＡＸ：０２３７－５３－００８０
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